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　総件数　　　　　　　５　　件 　（備考）

　高度技術提案型 　　　　　　０　　件

　ＷＴＯ標準型 　　　　　　０　　件

　標準Ⅰ型 　　　　　　０　　件

　標準Ⅱ型 　　　　　　０　　件

　簡易型 　　　　　　５　　件

　別紙のとおり。 　別紙のとおり。

対象案件

意　見　・　質　問 回　　　　　　　答

　委員からの意見・質
問、それに対する回答
等

沖縄総合事務局 開発建設部 総合評価審査委員会（営繕系）

議事概要

開催日及び場所

委　　員

　委員による審査結果
の内容

審査対象案件について、発注方式、評価基準、評価結果等の説明を行い、了承された。



　（別　紙）

　○審査対象案件

　１．（簡易型）総合評価方式

　　1 那覇第１合同（２４）建築その他改修工事

　　2 那覇第２合同（２４）エレベーター設備改修工事

　　3 警察学校（２４）機械設備その他改修工事

　　４ 税大沖縄研修所支所（２４）建築その他改修外１件工事

　　５ 名護合同庁舎（２４）電気設備改修工事

　○個別審査

　　　　該当工事なし

　○抽出審査

     　　 那覇第１合同（２４）建築その他改修工事

　 　○ ・

　 　○ ・

　　　　　警察学校（２４）機械設備その他改修工事

　 　○ ・　施工計画の技術提案を求める際に、施工管理や安全管理
だけでなく、環境に対する配慮等を求めるような対応はない
のか。

簡易型の案件なので「簡易な施工計画」を求めている。
標準型の場合は、環境に対する配慮等を求めた例があ
る。

　提案の内容が工事中に発生する振動、騒音及び粉塵対策
に関する提案がなされているが重複提案とはならないのか。

　工事中に発生する関連した内容ではあるが、個々に具
体的な実施計画として提案されているため評価の対象と
している。

意見・質問 回　　　　答

　施工計画で１点を付与するかどうかの判断は難しいところ
があると思うが。

審査を行う対応として、３人以上で評価することとしてい
る。


